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特性尊敬関連感情尺度（青年期後期用） 
短縮版の作成と信頼性・妥当性の検討 

武藤世良（お茶の水女子大学） 
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問題と目的 

 近年，優れた他者への称賛や尊敬に関わる感情につい

て検討する機運が高まってきており（武藤，2016；

Schindler，Zink，Windrich，& Menninghaus，2013），そ

れらの経験しやすさの個人差（感情特性）にも目が向け

られ始めている（Schindler，2014）。武藤（2016）は，

特性尊敬関連感情尺度（青年期後期用）を作成し，青年

期後期の尊敬に関わる感情特性には，特性尊敬，特性心

酔，特性畏怖の3つの次元がある可能性を示唆した。し

かし，本尺度に関して，武藤（2016）では一定の信頼性

と妥当性が示されているものの，再検査信頼性は1週間

間隔でしか検討されておらず，より長期的な時間的安定

性は定かではない。また，本尺度の得点が実際に，後の

尊敬に関わる感情経験を予測するかは検討されていない。

さらに，本尺度の項目数は38項目と比較的多いため，多

数の変数を扱う研究や調査項目に制限のある研究では使

用しづらい。そこで，本研究では，特性尊敬関連感情尺

度の短縮版を作成し，その信頼性と妥当性を検討する。 

 

方   法 

参加者と手続き 本研究は約3ヵ月間の短期縦断的調査

（武藤，2015，2017）と同時に実施された。群馬県，埼

玉県，東京都，静岡県にある計7大学において，集団形

式または個別配布・回収での質問紙調査が，2014年9～

11月（Time 1）と約3ヵ月後（Time 2）に実施された。

Time 1の有効回答者の大学（院）生849名（男性263名，

女性578名，性別不明8名；平均年齢19.5歳（n = 838；
SD = 1.08，レンジ：18～28））を分析の対象とした。 

調査内容 本分析に用いた変数のみ記述する。 

Time 1質問紙 1．特性尊敬関連感情尺度（青年期後

期用）短縮版：武藤（2016）の結果を基に，38項目の原

版から14項目を選定した（項目はTable 1）。なお，原

版の特性畏怖は，対象が自然への内容を含む項目もあっ

たが，本研究では社会的感情としての特性畏怖に着目し，

短縮版項目は対人的な畏怖の内容に限定した。「全くあて

はまらない」（1点）から「非常によくあてはまる」（7点）

の 7 件法。2．多次元共感性尺度（MES）（鈴木・木野，

2008；25項目，5件法）。 

Time 2質問紙 1．感情経験頻度：Time 1からTime 2

までの約3ヵ月間の，様々な人間関係での敬愛・心酔・

畏怖・感心・驚嘆・羨ましさ・妬ましさ・恥・軽蔑の計

9種類の感情の経験頻度（5件法）。2．特性尊敬関連感情

尺度（青年期後期用）短縮版（Time 1と同じ尺度）。3．

Big Five（小塩・阿部・カトローニ（2012）の日本語版

Ten Item Personality Inventory（TIPI-J）；10項目，7

件法）。4．自尊感情尺度（Rosenberg，1965；山本・松井・

山成，1982；10項目，5件法）。 

 

結果と考察 

特性尊敬関連感情尺度短縮版に関して，Time 1におい

て欠測のない829名のデータを用いて確認的因子分析を

行った（Table 1）。特性尊敬，特性心酔，特性畏怖の3

因子モデルの適合度指標はχ2（74）= 482.331，p < .001，
CFI = .897，RMSEA = .082（90% CI [.075，.089]），SRMR 

= .055であり，許容範囲であると判断した。3つの下位

尺度の内的整合性（Time 1の特性尊敬：α = .77，ω 

= .78，n = 839；特性心酔：α = .77，ω = .78 n = 
834；特性畏怖：α = .82，ω = .83，n = 843）と調査

間の相関係数（特性尊敬：r = .58；特性心酔：r = .70；
特性畏怖：r = .66；いずれもps < .001，n = 678）は

十分な値を示した。また，約3ヵ月間の9種類の感情経

験頻度を従属変数，年齢，性別，特性尊敬関連感情（Time 

1），多次元共感性，Big Five，自尊感情を独立変数とし

た重回帰分析の結果，特性尊敬は敬愛経験を，特性心酔

は心酔経験を，特性畏怖は畏怖経験を有意に正に予測し

た。以上より，特性尊敬関連感情尺度（青年期後期用）

短縮版の信頼性・妥当性は十分であることが示唆された。 

 

Table 1 特性尊敬関連感情尺度（青年期後期用）短縮版

の確認的因子分析結果（Time 1：n = 829） 

 
注）項目において，読み方が難しいと思われる漢字にはルビを振った。 

 

付   記 

本研究は科研費（課題番号13J09637）の助成を受けた。 

F1 F2 F3 M SD
13私はよく周りの人に敬意を抱く .81 4.61 1.27
14私はよく身近な人に敬愛の念を抱く .75 4.55 1.29
2私はよく尊敬の気持ちを感じる .68 4.78 1.29
1私は誰かの優れた振る舞いに感心しやすい .53 5.44 1.13
7私には自分が慕っている人が何人もいる .43 4.56 1.54
9私は誰かに心酔することが多い .74 3.47 1.49
4私は優れた人に夢中になりやすい .67 4.52 1.49
3誰かに心を奪われてその人のことばかり考え
ることがよくある

.63 4.65 1.63

15私は自分が理想とする人を崇拝することがよ
くある

.63 3.75 1.62

10私はよく有名人に憧れる .51 3.73 1.85
8私はよく圧倒的な能力や技術を持つ人物に
会って身がすくむ

.77 3.97 1.57

11私はよく畏怖や畏敬の念（おそれおののいた
り，おそれ敬ったりする気持ち）を感じる

.76 3.32 1.49

6私は優れた人と話すと恐縮し，畏まる（おそ
れ敬う）気持ちになることがよくある

.73 4.26 1.61

12偉い人に会うときはいつも自分の身が小さく
なった気がする

.69 4.06 1.66

因子間相関 F1 F2 F3
F1　特性尊敬 ― .52 .32
F2　特性心酔 ― .56
F3　特性畏怖 ―
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